
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

42.1km41.6km 41.6km 達成

合計 308,840 173,499 258,860

○第６期長野県無電柱化推進計画（H21～H25）に基づき、計画箇所の無電柱化を図る。（H25:3箇所）

○長野県の延べ無電柱化延長をL=41.6kmとする。

県管理道路における安全で快適な歩行者通行空間の確保、良好な景観、住環境の形成及び地震などの災害時における電柱倒壊などの

災害防止を図るため、無電柱化を推進する。

○震災や台風などの災害時に、電柱倒壊による緊急車両等の通行支障が発生することがある。

○歩道内の電柱が歩行者の安全・快適な通行の支障になっていることがある。

○電柱や電線が、美しい山岳高原や歴史的街並みの景観を阻害していることがある。

成果目標の達成状況

項目

無電柱化延長

事業番号 １０ ０３ ０９ 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 電線共同溝整備費電線共同溝整備費電線共同溝整備費電線共同溝整備費

担

当

課

部局 建設部

４-１　地域防災力の向上

　　５　災害に強い建物・道路等の整備

実施期間 S61 ～

課・室 道路管理課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  ２　農山村産業クラスター形成プロジェクト E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

２-１　魅力ある地域の創造と発信

　　４　次代につなぐ景観育成の推進

県が関与

する理由

■法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 電線共同溝の整備等に関する特別措置法

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

無電柱化推進工事 直接 ・電線共同溝の設置と既設電線電柱類の撤去 308,840 173,499 258,860

0

184,200 308,840 258,860

142,037

合計（A) 301,874 400,897

41.2km

予

算

額

前年度繰越 100,966 88,770 77,967

当初予算 180,000

補正予算 20,908 -10,144 -71,271

262,826 315,536

Aの

財源

140,945 131,966 180,862 235,224

0 0 0

150,000 118,000 119,000 149,000

10,929 12,860 15,674 16,673

概　算

人件費

2.00 2.00 2.00 2.00

-

213,104 184,859 173,499

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

第七期長野県無電柱化推進計画（H26～H30）策定に向け、事業の進捗を図りたい。

目標に対

する成果

の状況

概ね計画通りに目標を達成している。

 概算事業費（B（A）+C） 213,104 184,859 173,499 400,897

- - -
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区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度


